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論文の内容の要旨
(自的)
本論文は、米国の「国際教育jに着自し、グローバル化の進展や地球規模の諸問題の深刻化を背景に進む、
米国の「国際教育Jの実態を、その多様な試みや実践を取り巻く構造について分析することで明らかにし、「国
際教育Jが直面する課題を乗り越える対策を提示することを研究自的としている。
(対象と方法)
研究方法として、分析対象となる NPO・行政・学校の選定を行い、さらに、分析資料となるミッション・
ステートメント、.活動方針、インタビュー・スクリプト等の位置づけを示した。次に、本研究の分析の柱と
なる、社会運動論と「内容分析Jの学問的背景や基本概念を検討し、研究全体の中での役割を検討した。そ
のうえで、それらの基本概念に基づき、学校、行政、 NPOを分析し、類型化を行い、「層際教育jの構造を
見いだした。そのうえで、課題の改善に資するという研究目的を達成させようとする。
(結果)
「国際教育Jを推進するにあたって、学校のみならず行政、 NPOとの関連を重視し、その分析枠組みを社
会運動論によることにより、「国際教育jにおける学校、行政、 NPOとの 3者の関係がより一層明確にされ、
「国際教育jにおける NPOの関わりがしっかり位置付けられた。さらに、多岐にわたる「国際教育jを、
NPOなどが使う用語を記録単位としてクラスター分析を施し客観的に類型化することで、米国の将来の教
育の可能性を提示することができた。この NPO・行政・学校の 3者からなる構造を踏まえて、「国際教育j
に取り組むべきであることを示した。
(考察)
「国捺教育jは、米信で多くの人々に支持され、近年、その実践は急速に広がっている。この現象は、グロー
バル化を反映した「新しい国家像・世界像Jの下でシティズンシップ概念を再定義し、国家の市民から新時
代の市民の育成へと教育の役割を間い直す動きとして多くの研究者に注目され、さまざまな提案がなされて
いる。しかし、「毘際教育Jが広まる最大の原因であるグローバル化に関しては、多様な解釈がなされ、統
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ーした定義は存在していない。これは、グローパル化の現象は同一で、あっても、立場によって異なる解釈が
可能であり、毘家や学校が教育実践レベルでどう対処すべきか、さまざまに提起きれる余地が残されている
ことを意味する。そして、本来的に、多様な提案がなされやすい土壌の下で、実施を迫られる現場の教師は、
どのような実践を行うべきかを見失うという構造的な問題が、これまでたびたび指摘されてきた。
NPOに関する「国際教育Jの構造の分析では、団体の「集合行為フレームjに関するカテゴリーの生成
と記録単位数からデータ・マトリックスを作成し、クラスター分析を行うことで、「国際教育j推進NPOに
は、安全保障型、経済中心型、政治的コスモポリタニズム型、地球的・文化的領域中心型、国家的・文化的
領域中心型の 5つの類型があることがわかる。さらに、 NPOは、グローパル化の解釈の違いに応じて主張
する「国際教育jが異なり、国家重視の度合いも多様である。「戦略Jの分析では、行政への提案・陳情中
心型、学校提携型、社会変革中心型という 3つの類型が見いだされ、 NPOは異なる方法で公教育にアプロー
チしている。「機会J. r制約J概念を用いて、行政に関する「国際教育jの構造の分析では、「改革を担う行
政の主体はどこかjと f改革は推奨型か統制型かJという 2つの観点を設定することが有効で、ある。シアト
ル学区は、学区主体・統制型改革を主流とするとともに、「包括的な改革Jrモデルによる共通性の担保Jr教
師の主導的役割Jの3つの特徴を持ち、それらが、学匿の NPOに主要な「機会jを与えていたo i機会J-i制
約j概念を用いて、学校の側から「国際教育jの構造を分析すると、地域の国際的理解型、政治的コスモポ
リタニズム型、基礎的技能育成中心型の 3つの類型を析出できる。学校と協力している NPOの「国際教育J
目標として、グローバルなイ部値の獲得中心型、世界の諸課題の理解中心型、グローカルな現象理解中心型、
多文化理解中心型の 4つの類型を、 NPOの役割として、プログラム・カリキュラム提案特化型、プログラム・
カリキュラム提案、研修バランス型の 2つの類裂がある。つまり、強力な「国際教育j改革が白襟や役割の
異なる多様な NPOに「機会」を与えることになる。
以上のことから、「国際教育jの構造の特徴として、流動性、 NPOが行政・学校関の改革をめぐる矛盾を「機
会」とするという原理、 NPO・行政・学校の独自の特徴、 3者間の多様な協力の実態、があり、その構造的特
徴が f国際教育jの実践レベルでのわかりにくさを生んでいると解釈され、その課題の改善のためには、行
政・学校が呂指すべき「国際教育jを策定し、最適の NPOを選択して活用すべきことや、 NPO・行政・学
校の 3者からなる構造を踏まえて、 f国際教育jに取り組むべきである。さらに、この構造下では、 NPOを
選別する教員の高い能力が求められるため、効果的な研修が必要である。
従来の研究では、「国際教育jの目標や内容についての議論にとどまっていたが、本研究では、上記のよ
うな分析をすることで、グローバル化の解釈や「毘際教育Jの多様な立場を教えることで、地球的規模の解
決やグローパル化の現象について批判的思考力等を用いて考察できることを、シアトル学丞での分析をも踏
まえて、提示することができた。そして、その中核となる教科が社会科であることも明示できた。
審査の結果の要旨
従来の研究では、「国際教育jの目標や内容についての議論にとどまっていたものを、「国際教育Jについ
て、混沌としていた概念を整理し、学校と行政、 NPOとの関係を明示し、客観的な分析を踏まえ、社会科
としての「国際教育jを提示したことは、独創的で社会科教育の研究に多大な貢献を与える研究と判断し、
博士論文としてふさわしいといえる。
平成 24年6月6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(教育学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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